
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-05-18

坂江渉編著『神戸・阪神間の古代史』(時評・書評・
展示評)

(Citation)
Link : 地域・大学・文化 : 神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター年報,4:104-110

(Issue Date)
2012-08

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81004259

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81004259

渡辺, 伸行



Current Topics & Reviews

時
評
・
書
評
・
展
示
評

坂
江
渉
編
著

『
神
戸
・
阪
神
間
の
古
代
史
』

渡
辺　
伸
行

『LINK』Vol.4　2012 年 8月

104

　

本
書
の
刊
行
意
図
は
、「
は
じ
め
に
」で
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

近
代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
町
と
思
わ
れ
て
い
る
阪
神
間
の
歴
史
を
、

遠
く
古
代
と
そ
れ
以
前
の
弥
生
時
代
ま
で
遡
り
、
神
戸
と
芦
屋
、
六
甲

山
と
有
馬
、
尼
崎
と
猪
名
川
流
域
、
西
宮
と
武
庫
川
流
域
の
四
地
域
に

区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
古
代
史
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
主
要
な

論
点
を
短
文
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
総
論
を
含
め
全

体
で
三
三
論
考
に
及
ぶ
。

　

本
書
は
先
に
（
二
〇
〇
七
年
）
刊
行
さ
れ
た
『
風
土
記
か
ら
み
る
古

代
の
播
磨
』
の
続
編
と
も
呼
べ
る
書
物
で
、
対
象
地
域
を
西
摂
津
の
神

戸
と
阪
神
間
に
絞
り
、
研
究
課
題
が
論
述
さ
れ
る
。
執
筆
者
八
人
の
う

ち
、
六
人
が
前
記
『
風
土
記
か
ら
み
る
古
代
の
播
磨
』
の
執
筆
者
（
坂
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江
渉
・
井
上
勝
弘
・
古
市
晃
・
松
下
正
和
・
高
橋
明
裕
・
毛
利
憲
一
）
で

あ
る
こ
と
も
、
そ
の
感
を
強
く
す
る
。
今
回
は
古
代
史
研
究
者
の
中
村

聡
氏
と
考
古
学
研
究
者
の
森
岡
秀
人
氏
が
加
わ
っ
た
。

　

内
容
的
に
は
、
歴
史
を
学
ぶ
学
生
や
地
域
史
に
興
味
を
持
つ
層
を
読

者
と
し
て
想
定
し
、
地
域
の
歴
史
研
究
の
課
題
と
な
る
テ
ー
マ
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
に
、
文
献
の
研
究
者
に
加
え
、
新
た
に
考

古
学
研
究
者
が
加
わ
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
差
す
具
体
性
の
あ
る
テ
ー

マ
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
豊
か
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
を
通
読
す
る
と
、
西
摂
地
域
の
五
世
紀
以
降
の
歴
史
的
位
置
を

考
え
さ
せ
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
朝
鮮
半
島
進
出
と

深
く
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
歴
史
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
翻
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
弥
生
時
代
以
降
の
地

域
の
自
立
的
発
展
は
、
こ
の
地
域
で
は
、
何
故
不
可
能
で
あ
っ
た
か
と
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い
う
問
題
に
到
達
す
る
。
こ
の
問
題
は
こ
の
地
域
の
古
代
史
を
研
究
す

る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
歴
史
研
究
者
が
共
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
中
に
は
、
葦
屋
菟
名
負
処
女
が
巫
女
で
あ
っ
た
可
能
性
や
、

古
代
の
浜
辺
で
行
わ
れ
た
歌
垣
、阪
神
の
浜
に
上
陸
し
た
海
亀
の
話
題
、

古
代
の
有
馬
温
泉
の
草
創
期
や
湯
治
に
利
用
し
た
人
々
の
名
、
古
代
の

遺
跡
の
地
震
痕
跡
や
記
録
上
の
地
震
災
害
、
山
岳
寺
院
で
あ
る
摩
耶
山

天
上
寺
と
西
国
巡
礼
な
ど
、
歴
史
の
裾
野
の
広
さ
を
示
す
楽
し
く
読
め

る
論
考
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
古
代
の
国
郡
里
の
制
度
や
考
古
学
（
古

墳
や
銅
鐸
な
ど
）
の
基
礎
的
知
識
を
得
る
た
め
の
解
説
も
あ
り
、
読
み

や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
論
考
紹
介

　

西
摂
地
域
を
猪
名
川
流
域
、
武
庫
川
流
域
と
六
甲
山
南
麓
に
区
分
す

る
こ
と
は
、
古
代
の
立
郡
と
も
一
致
し
て
お
り
、
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
成
立
の
も
と
と
な
っ
た
、
地
域
の
発
展
の
歴
史
と

そ
の
特
徴
が『
記
紀
』に
記
載
す
る
伝
承
や
万
葉
集
・
神
社
仏
閣
の
由
緒
、

考
古
学
的
な
遺
物
、
遺
跡
を
資
料
と
し
て
、
論
述
さ
れ
る
。
研
究
資
料

の
比
較
的
多
い
地
域
と
研
究
の
関
心
状
況
か
ら
、
神
戸
・
芦
屋
と
猪
名

川
流
域
の
論
考
が
多
く
な
る
の
も
や
む
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
が

五
世
紀
以
降
の
倭
国
の
歴
史
で
果
た
し
た
位
置
を
考
慮
す
る
な
ら
、
首

肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
書
の
章
立
て
に
添
っ
て
、

各
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
主
要
論
考
を
紹
介
し
よ
う
。

　

第
一
章
「
神
戸
と
芦
屋
」
で
取
り
あ
げ
る
菟
原
郡
と
八
部
郡
の
芦
屋
・

神
戸
地
区
は
、
畿
内
と
西
国
を
結
ぶ
海
上
と
陸
上
の
交
通
路
と
密
接
な

関
係
を
有
す
る
地
区
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
古
代
の
西
摂
地
域
が
自
律
的
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は

な
く
、
倭
王
権
の
四
世
紀
末
以
降
の
大
陸
進
出
の
過
程
で
、
ヤ
マ
ト
と

密
接
な
関
係
性
を
結
ぶ
地
域
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　

冒
頭
で
海
人
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
海
人
は
当
地
域
を
特
徴
づ
け

る
有
力
な
集
団
で
、
こ
の
た
め
に
、
当
地
域
が
古
代
倭
王
権
と
の
接
点

が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
海
人
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
約
も
あ
り
実

態
が
不
明
だ
が
、
阪
神
間
か
ら
淡
路
に
か
け
て
沿
岸
部
の
遺
跡
の
存
在

や
製
塩
土
器
、
蛸
壺
、
釣
針
な
ど
の
出
土
か
ら
、
そ
の
存
在
は
想
定
さ

れ
て
い
た
。
本
来
の
生
業
で
あ
る
漁
業
と
航
海
か
ら
倭
王
権
に
よ
り
、

津
の
管
理
を
委
任
さ
れ
、
贄
の
貢
進
、
航
海
術
に
た
け
た
水
軍
と
し
て

編
成
さ
れ
、
海
人
が
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　

倭
王
権
は
在
地
勢
力
を
支
配
下
に
お
く
こ
と
で
、
贄
の
貢
納
義
務
を

負
わ
せ
、
軍
事
的
に
編
成
し
、
在
地
集
団
が
信
仰
し
た
海
の
神
を
、
住

吉
大
社
の
分
祀
と
い
う
形
で
取
り
こ
み
、
同
一
祭
祀
を
通
し
て
精
神
的

な
一
体
感
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
で
、
ヤ
マ
ト
国
家
の
成
員
と
い
う
意
識
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を
育
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

明
石
市
魚
住
の
住
吉
神
社
、
高
砂
市
の
高
砂
神
社
、
神
戸
市
垂
水
区

の
海
神
社
な
ど
は
、
元
来
は
海
人
が
信
仰
し
た
土
着
の
神
々
だ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
そ
れ
を
津
・
泊
・
浦
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
倭
王

権
が
支
配
者
側
に
取
り
こ
ん
で
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

住
吉
大
社
は
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
海
神
で
は
な
く
、
倭
王
権

の
国
家
的
守
護
神
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
分
祀
の
意
味
が
あ
っ
た
と
坂

江
氏
は
指
摘
す
る
。
大
阪
湾
か
ら
播
磨
灘
に
か
け
て
数
多
く
存
在
す
る

住
吉
神
社
の
由
来
を
説
く
魅
力
的
な
説
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
西
摂
へ
の
倭
王
権
の
進
出
時
期
で
あ

る
。そ
れ
を
探
る
論
考
が
井
上
氏
の「
葦
屋
の
乙
女
と
茅
渟
男
」で
あ
る
。

　

西
摂
地
域
と
和
泉
地
域
の
つ
な
が
り
が
、
倭
王
権
の
朝
鮮
半
島
進
出

頃
か
ら
活
発
に
な
り
、
葛
城
氏
を
同
祖
と
す
る
布
敷
氏
や
的
氏
の
氏
族

が
西
摂
に
進
出
し
た
こ
と
を
、
地
名
か
ら
考
証
さ
れ
る
。
確
か
に
菟
名

負
処
女
伝
説
と
関
わ
る
東
求
女
塚
古
墳
に
は
、
和
泉
砂
岩
が
石
室
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
四
世
紀
初
頭
に
は
、
和
泉
地
域
と
の
交

流
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
西
求
女
塚
古
墳
や
処
女
塚
古
墳
か
ら
は
、

日
本
海
側
地
域
と
の
繋
が
り
が
推
定
さ
れ
る
土
器
や
埴
輪
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
頭
に
は
、
倭
王

権
に
参
加
し
た
日
本
海
地
域
の
豪
族
が
菟
原
地
域
に
進
出
し
て
い
る
。

　

王
権
が
朝
鮮
半
島
と
の
窓
口
と
し
た
津
は
、
大
津
道
の
延
長
上
に
あ

る
和
泉
開
口
神
社
付
近
だ
と
い
う
説
は
、
こ
の
当
時
の
状
況
を
推
察
す

れ
ば
妥
当
性
の
あ
る
考
え
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
葦
屋
菟
名
負
処
女
伝
説
が
神
に
仕
え
る
巫
女
を

め
ぐ
る
民
衆
の
悪
口
伝
承
に
起
源
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
坂
江

氏
の
説
も
興
味
深
い
。
そ
の
伝
承
の
背
後
に
共
同
体
の
人
口
維
持
の
機

能
を
担
っ
た
歌
垣
の
存
在
に
注
目
す
る
な
ど
、
民
衆
歌
謡
の
か
く
さ
れ

た
意
図
を
読
み
と
る
手
法
は
、
民
衆
生
活
が
歴
史
研
究
の
対
象
と
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
注
目
さ
れ
る
。

　

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
神
戸
を
代
表
的
す
る
港
は
敏

売
浦
で
あ
る
。
西
求
女
塚
古
墳
が
ま
さ
に
そ
の
津
を
睥
睨
す
る
よ
う

に
、
東
側
に
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
三
世
紀
か
ら
主
要
な
港

で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

こ
の
敏
売
崎
で
行
わ
れ
た
特
殊
な
外
交
儀
礼
に
つ
い
て
、
坂
江
氏
が

紹
介
し
て
い
る
。
難
波
館
と
敏
売
崎
で
酒
、
肴
を
給
す
る
行
為
は
、
穢

れ
を
払
う
儀
式
と
い
う
説
よ
り
、
共
食
に
よ
り
倭
国
の
成
員
に
迎
え
る

行
為
と
解
釈
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
国
家
へ
の
臣
従
、
服
属
の
証
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
何
故
敏
売
崎
が
選
ば
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ

の
地
が
神
聖
な
崎
で
あ
り
、
畿
内
の
西
端
に
位
置
す
る
地
理
性
だ
と
解
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釈
さ
れ
る
。
当
時
の
畿
内
意
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

行
基
が
修
築
、
整
備
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
摂
播
五
泊
が
い
つ
の
時
期

か
ら
津
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
は
、今
後
検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
船
の
航
行
能
力
の
発
達
や
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ
る
機
能
低
下

と
と
も
に
、
津
は
変
更
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
特
殊
な
外
交
儀
礼
の

場
と
な
っ
た
敏
売
浦
も
奈
良
時
代
後
半
に
は
、
大
輪
田
泊
に
そ
の
地
位

を
譲
っ
た
こ
と
が
、
近
年
の
兵
庫
津
遺
跡
第
三
二
次
発
掘
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
交
通
路
、
陸
上
路
で
は
、
山
陽
道
が
こ
の
地
域
を
東
西

に
貫
通
す
る
。
葦
屋
駅
家
に
つ
い
て
、
森
岡
氏
は
古
地
名
考
証
か
ら
葦

家
駅
家
の
比
定
地
は
、
前
田
遺
跡
で
あ
り
、「
厩
田
」
が
「
前
田
」
に

転
訛
し
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
神
戸
市
の
深
江
北
町
遺
跡
か
ら
は
、

馬
歯
の
出
土
や
「
駅
」
墨
書
土
器
や
瓦
の
出
土
、
時
期
は
下
る
が
平
安

前
期
の
承
和
年
間
の
「
椋
人
稲
継
」
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お

り
、同
遺
跡
が
駅
関
連
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

深
江
北
町
遺
跡
は
、先
の
調
査
で
は
掘
立
柱
建
物
が
存
在
す
る
の
み
で
、

播
磨
国
内
山
陽
道
の
駅
舎
の
よ
う
に
礎
石
建
物
は
な
い
が
、
未
発
掘
地

に
存
在
す
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
先
行
す
る
時
期
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　

第
二
章
「
六
甲
山
と
有
馬
」
で
は
、信
仰
の
対
象
と
さ
れ
た
六
甲
山
、

倭
王
権
の
中
枢
か
ら
み
た
六
甲
山
、
六
甲
か
ら
湧
き
出
た
湯
と
湯
治
を

紹
介
す
る
論
考
等
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
四
年
に
桜
ケ
丘
銅
鐸
と
銅
戈
が
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
通
称

神
岡
と
呼
ば
れ
、弥
生
人
に
は
聖
な
る
場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

桜
ケ
丘
遺
跡
の
よ
う
な
山
上
の
複
数
埋
納
と
本
山
遺
跡
や
北
青
木
遺
跡

の
よ
う
に
集
落
近
傍
の
単
独
埋
納
と
の
違
い
は
、
祀
る
対
象
と
祀
る
集

団
の
規
模
と
生
業
の
違
い
を
表
す
と
解
さ
れ
る
。
森
岡
氏
の
指
摘
の
よ

う
に
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
転
換
点
で
、
銅
鐸
が
埋
納
さ
れ
た

歴
史
的
意
味
は
、
そ
の
後
の
弥
生
社
会
の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
で

あ
る
。
な
お
、
桜
ケ
丘
の
銅
鐸
一
四
個
、
銅
戈
七
本
と
い
う
二
：
一
の

数
に
は
、
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

六
甲
山
は
花
崗
岩
を
基
岩
と
す
る
山
で
あ
り
、
南
麓
に
は
花
崗
岩
巨

石
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
巨
石
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
古

く
弥
生
時
代
に
は
始
ま
っ
て
お
り
、
甲
山
や
保
久
良
神
社
か
ら
銅
戈
が

出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
越
木
岩
神
社

な
ど
稲
作
農
耕
を
基
盤
と
す
る
麓
の
村
々
の
豊
穣
祈
願
が
、
神
の
依
り

代
と
し
て
の
磐
座
＝
巨
石
崇
拝
に
な
っ
た
と
い
う
坂
江
氏
の
指
摘
は
、

山
上
の
遺
跡
と
山
麓
の
村
を
関
係
づ
け
る
示
唆
に
富
む
説
で
あ
る
。

　

淀
川
以
西
の
地
域
が
五
世
紀
ま
で
武
庫
の
国
と
呼
ば
れ
、
継
体
朝
以

降
、
空
間
的
に
も
倭
王
権
の
支
配
領
域
に
取
り
こ
ま
れ
、「
む
こ
う
側
」
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で
な
く
、
王
権
を
構
成
す
る
地
域
に
変
貌
し
た
こ
と
を
、
地
名
呼
称
か

ら
類
推
し
た
説
は
興
味
深
い
。
こ
の
地
域
が
王
権
の
身
内
化
す
る
な
か

で
、
七
世
紀
に
は
新
た
に
摂
津
と
い
う
国
に
編
成
さ
れ
る
が
、
他
の
論

考
で
も
指
摘
の
通
り
、
ま
さ
に
「
津
を
摂
る
」
国
と
し
て
編
成
さ
れ
た

と
理
解
で
き
る
。　

　

一
方
、
古
代
か
ら
は
離
れ
る
が
西
国
巡
礼
道
の
途
上
の
参
詣
地
と
し

て
、
神
戸
の
寺
々
に
人
々
が
訪
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
興
味
深
い
。

密
教
系
寺
院
の
天
上
寺
が
建
立
さ
れ
た
摩
耶
山
に
は
、
西
国
巡
礼
者
が

登
頂
し
、
参
拝
者
も
多
か
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

第
三
章
「
尼
崎
か
ら
猪
名
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
」
で
は
、
猪
名
川
流

域
の
課
題
が
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
地
の
主
要
な
課
題
を

列
挙
す
る
と
、
猪
名
湊
と
猪
名
部
、
王
族
と
の
関
係
、
僧
行
基
、
東
大

寺
領
猪
名
荘
、白
鳳
期
の
古
代
寺
院
で
あ
る
。猪
名
川
の
河
口
に
は
、『
万

葉
集
』
や
『
記
紀
』
の
記
述
か
ら
猪
名
湊
が
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
の

位
置
は
ま
だ
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
。
猪
名
部
は
そ
の
港
の
管
理
と
木

工
、
造
船
に
深
く
関
わ
る
渡
来
系
民
で
あ
る
こ
と
が
『
書
記
』
の
伝
承

等
か
ら
語
ら
れ
る
。
そ
の
職
掌
か
ら
み
て
、
猪
名
川
の
上
流
か
ら
河
口

ま
で
、
猪
名
部
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

尼
崎
に
残
る
立
花
、
額
田
、
穴
太
、
雀
部
な
ど
の
地
名
は
王
権
に
関

わ
る
名
で
あ
り
、
王
族
の
宮
が
か
つ
て
こ
こ
に
存
在
し
た
こ
と
の
証
拠

と
さ
れ
る
。
地
名
を
『
記
紀
』
の
王
族
と
比
較
考
証
し
た
古
市
氏
に
よ

れ
ば
、
そ
の
時
期
は
継
体
朝
以
降
、
為
奈
と
よ
ば
れ
た
こ
の
地
に
宣
化

天
皇
と
后
妃
大
河
内
稚
古
媛
の
子
の
王
宮
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

り
、
為
奈
の
地
が
王
権
と
結
び
つ
く
の
は
六
世
紀
だ
と
さ
れ
る
。

　

尼
崎
が
実
は
砂
州
の
上
に
発
達
し
て
で
き
た
町
で
、
阪
急
沿
線
武
庫

之
荘
か
ら
阪
神
沿
線
南
部
に
か
け
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
四
列
の
砂
州

痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
干
拓
に
よ
り
徐
々
に
土
地
が
拡
大
し
、
砂

州
の
先
で
は
、
海
人
に
よ
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
発
展
し
た
尼
崎
に
、
奈
良
時
代
に
な
る
と
東
大
寺
領
猪
名

荘
が
置
か
れ
、
そ
の
位
置
が
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
北
に
あ
っ
た
こ
と
が
阪
神
大

震
災
時
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
、猪
名
荘
の
発
展
と
と
も
に
、

浜
も
開
発
が
進
み
、
大
物
・
長
洲
・
杭
瀬
の
浜
に
分
化
し
、
中
世
以
降

の
尼
崎
の
町
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

　

こ
の
地
域
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
行
基
集
団
の
猪
名
野
に
お

け
る
活
動
で
あ
る
。
古
市
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
伊
丹
台
地
に
池
溝
を

開
発
し
、
耕
作
田
を
増
や
し
、
布
施
屋
を
設
け
て
、
給
孤
独
園
を
設
置

し
、
旅
人
や
困
窮
し
た
民
の
救
済
に
あ
た
っ
た
。
奈
良
大
学
の
坂
井
秀

弥
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
伊
丹
の
天
神
川
と
天
王
寺
川
は
、
行
基
が
開

削
し
た
昆
陽
上
溝
、
下
池
溝
の
水
路
に
あ
た
り
、
昆
陽
上
池
が
現
在
の
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昆
陽
池
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
行
基
と
猪
名
野
と
の
関
わ
り
が

生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、
筆
者
は
行
基
が
渡
来
系
の
人
で
あ
り
、
多

分
に
猪
名
部
な
ど
渡
来
系
の
人
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
情
報
を

得
て
い
た
こ
と
と
、
昆
陽
の
地
が
山
陽
道
と
有
馬
道
が
交
差
す
る
交

通
の
要
衝
で
、
人
々
が
多
く
集
ま
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
推

定
し
て
い
る
。

　

白
鳳
期
の
西
摂
に
は
三
寺
院
が
造
営
さ
れ
る
。
河
辺
郡
の
猪
名
寺

廃
寺
・
伊
丹
廃
寺
そ
し
て
菟
原
郡
の
芦
屋
廃
寺
で
あ
る
。
白
鳳
期
に

相
次
い
で
寺
院
が
創
建
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
地
の
人
々
の
倭
王
権
と

の
結
び
付
き
の
強
さ
を
示
し
、
い
ち
早
く
中
央
に
倣
い
、
都
の
新
文

化
を
取
り
入
れ
た
人
々
の
意
思
が
感
じ
と
れ
る
。
猪
名
寺
廃
寺
と
伊

丹
廃
寺
の
造
営
は
、
在
地
氏
族
の
可
能
性
が
高
く
、
芦
屋
廃
寺
は
法

隆
寺
と
繋
が
る
郡
家
寺
院
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
西
摂
寺
院
相

互
の
間
で
、
奈
良
時
代
末
に
剣
状
花
文
軒
丸
瓦
が
使
用
さ
れ
、
相
互

の
関
係
が
強
ま
っ
た
と
い
う
森
岡
氏
の
指
摘
も
新
鮮
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
西
宮
か
ら
武
庫
川
流
域
へ
」
で
は
、
西
宮
の
古
地
形
が

内
陸
奥
深
く
ま
で
湾
入
す
る
海
と
武
庫
川
と
夙
川
の
氾
濫
に
よ
り
形

作
ら
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
津
門
稲
荷
古
墳
等
の
存
在
に
よ
り

津
門
付
近
が
武
庫
水
門
の
場
所
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
武
庫
水

門
は
、
住
吉
大
社
に
次
い
で
朝
廷
の
崇
敬
を
受
け
て
い
た
広
田
神
社

に
よ
り
繁
栄
し
た
。
外
敵
や
兵
乱
を
鎮
憮
し
、
武
庫
水
門
を
守
護
す

る
使
命
を
も
っ
た
広
田
神
社
で
あ
っ
た
が
、徐
々
に
河
口
が
埋
ま
り
、

港
の
機
能
が
低
下
す
る
過
程
で
、
浜
南
宮
で
あ
っ
た
西
宮
戎
神
社
が

山
陽
道
の
要
所
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、
次
第
に
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
い
っ
た
。
西
宮
の
歴
史
は
、
港
と
神
社
の
関
係
性
か
ら
生
ま
れ

た
。

　

森
岡
氏
が
紹
介
す
る
芦
屋
市
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
出
土
の
壬
子

（
六
五
二
）
年
木
簡
は
、
注
目
す
べ
き
木
簡
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日

本
で
第
二
番
目
に
古
い
紀
年
銘
木
簡
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
代
の

菟
原
郡
で
文
字
を
扱
う
人
が
お
り
、
そ
の
職
務
や
文
書
行
政
の
始
ま

り
な
ど
、
考
察
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
が
期
待

さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

　

木
簡
で
関
連
し
て
触
れ
る
な
ら
ば
、
西
宮
市
高
畑
町
遺
跡
奈
良
時

代
井
戸
出
土
の
□
国
□
郡
方
□
郷
木
簡
か
ら
、
古
代
武
庫
郡
の
郡
衙

の
位
置
を
再
考
さ
せ
る
話
題
が
提
供
さ
れ
た
。

　

第
五
章
「
総
論
」
で
は
、
古
墳
時
代
の
西
摂
津
の
勢
力
、
倭
王
権

と
の
関
係
、
人
々
の
暮
ら
し
を
扱
っ
た
三
論
考
が
寄
せ
ら
れ
る
。
古

代
の
西
摂
の
範
囲
は
、
時
代
に
よ
り
変
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
森
岡

氏
は
、
西
摂
の
古
墳
群
を
五
区
分
す
る
。
三
世
紀
に
菟
原
地
域
の
首

長
系
列
の
古
墳
が
築
か
れ
、
猪
名
川
流
域
の
グ
ル
ー
プ
は
や
や
遅
れ
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て
出
現
し
、
規
模
は
小
さ
く
六
世
紀
ま
で
継
続
す
る
。
西
摂
平
野
全

体
で
は
、
宝
塚
市
長
尾
山
丘
陵
の
古
墳
群
や
豊
中
市
域
の
古
墳
群
も

考
察
の
対
象
に
含
め
れ
ば
、
諸
勢
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
が
見

え
て
く
る
。
次
回
は
是
非
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

文
献
に
登
場
す
る
西
摂
津
の
有
力
氏
族
は
凡
河
内
氏
で
あ
る
が
、

第
三
章
で
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
雄
略
朝
の
凡
河
内
直
香
賜
が
初
見

で
、
西
摂
か
ら
北
摂
に
か
け
て
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
森
岡
氏
は
芦
屋
打
出
小
槌
古
墳
を
香
賜
と
関
係
づ
け
る
が
そ

の
盛
衰
消
長
を
、古
墳
や
居
館
な
ど
考
古
学
的
な
資
料
で
辿
れ
る
か
、

考
古
学
と
文
献
史
学
の
学
際
的
な
研
究
に
よ
り
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
書
の
「
あ
と
が
き
」
で
坂
江
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
西
摂
地
域

は
地
形
的
に
多
様
で
あ
り
、
そ
の
多
様
な
土
地
で
織
り
な
さ
れ
た
豊

か
な
歴
史
や
文
化
が
築
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
摂
津
が
一
地
域
と
し

て
単
独
で
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
古
代
の
王
権
と
の
密
接
な
関
係

の
中
で
、こ
の
地
域
の
歴
史
が
展
開
し
た
こ
と
を
、こ
の
書
物
は
我
々

に
教
え
て
く
れ
る
。
本
書
は
大
阪
湾
を
全
体
と
し
て
見
る
目
が
、
実

は
古
代
の
西
摂
地
域
の
人
々
の
視
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
貴
重
な
書
で
あ
る
。
本
書
が
西
摂
の
地
域
史
に
関
心
を
寄

せ
る
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
、
拙
い
書
評
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
。




